
（様式第１号関係）
　参考様式第１号

肥料価格高騰対策事業　参加農業者名簿

当年の肥料費 支援予定額 当年の肥料費 支援予定額

1 Ａ 13,000 1,877 1,877

2 Ｂ 55,000 7,944 7,944

3 Ｃ 33,000 4,766 4,766

4 （有）Ｄ 255,000 36,833 357,000 51,566 88,399

5 （農）Ｅ 1,000,000 144,444 2,000,000 288,888 433,332

6 Ｆ 125,000 18,055 18,055

7

集計 － 1,426,000 205,975 348,398 554,373

（注）
１

２

３

４

５

備考No.

支援予定額（円）

秋用肥料（令和４年６月～令和４年10月購入分） 春用肥料（令和４年11月～令和５年２月購入分）

総合計

氏名
又は

法人・組織名

　「肥料価格高騰対策事業取組計画書」の添付資料として使用する場合は，当年の肥料費は，秋用肥料につい
ては令和４年６月～10月，春用肥料については令和４年11月～令和５年２月に発注したことを証明する書類
（注文票等）と，参加農業者が肥料費を支払ったことを証明する書類（領収書等）または支払い義務が生じて
いることを示す書類（請求書等）を提出すること。
　なお，肥料の種類，数量，購入費が記載されているものに限る。

　「肥料価格高騰対策事業取組実績報告書」の添付資料として使用する場合は，「支援予定額」を「支援額」
とする。

　適宜，行を追加すること。

　表中に十分に記載できない場合には，別紙で提出すること。

　支援予定額の算出方法は下記のとおりとする。
支援予定額＝｛（当年の肥料費）－（当年の肥料費）÷（高騰率）÷0.9｝×0.7
　ただし，当年における肥料費に対して，都道府県及び市町村から支援金（以下「地方自治体支援金」という。）が交付されている場合に
あっては，この交付額から以下の算定式により算出される調整額を控除したものを支援予定額とする。
　なお，調整額が負の数の場合は，調整額は０とする。
  また支援金が交付されている旨，備考欄に記載する。
（調整額）＝（地方自治体支援金）－｛（当年の肥料費－前年の肥料費）×0.3｝
 支援予定額および調整額の算定において，端数処理は生産者ごとに上記の計算式で算定した後，１円未満切り捨てとする。

（注）２の算定式により支援予定額を計算し，記載してください。

計算式は以下のとおりとし，端数は生産者ごとに算定式で計算した後，

１円未満を切り捨てとします。

支援予定額＝｛（当年の肥料費）－（当年の肥料費）÷（高騰率）÷0.9｝×0.7

申請する肥料区分の合計金額を

それぞれ取組実施計画書

（様式第１号別添）に記載してください。

化学肥料低減計画書を提出した

参加農業者を全て記載してください。

化学肥料低減計画に記載の氏名か

どうかご確認ください。

根拠資料により交付対象

（対象肥料，対象期間）

であることを確認した

合計金額を記載してください。

記載するのは今回の申請分のみ


